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は
じ
め
に
　
石
部
氏
は
室
町
時
代
後
期
、
泉
州
堺
に
居
住
し
た
経
師
屋
で
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
に
『
四
体
千
文
書
法
』
一
冊
を
、
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
『
節
用
集
』
二
冊
を
刊
行
し
、
他
に
も
『
妙
法
蓮
華
経
』
八
巻
を
刊
行
し
て
い
る
。
　
こ
の
頃
の
堺
は
、
織
田
信
長
が
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
〇
）
に
堺
に
矢
銭
を
課
し
た
の
に
対
し
て
住
民
の
代
表
は
抵
抗
し
た
が
、
最
終
的
に
屈
服
し
て
信
長
の
直
轄
地
と
な
り
、
阿
佐
井
野
版
刊
行
と
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
野
遠
屋１
な
ど
が
活
躍
し
た
時
代
は
終
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
信
長
や
、
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
の
本
能
寺
の
変
後
に
信
長
の
後
を
継
い
だ
豊
臣
秀
吉
に
結
び
つ
い
た
今
井
宗
久
（
一
五
二
〇
│
九
三
）・
千
利
休
（
一
五
二
二
│
九
一
）
ら
が
活
躍
す
る
時
代
に
な
っ
て
い
た
。
　
そ
う
し
た
時
代
状
況
の
下
で
、
石
部
了
冊
永
清
が
『
四
体
千
文
書
法
』
と
『
節
用
集
』
を
、
石
部
神
三
良
永
清
が
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
刊
行
し
た
。
　
石
部
了
冊
と
石
部
神
三
良
は
と
も
に
永
清
を
名
乗
っ
て
お
り
同
一
人
物
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
関
係
は
明
確
で
は
な
い
。
二
人
と
も
堺
南
庄
石
屋
町
住
の
経
師
屋
で
あ
り
縁
戚
関
係
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
堺
南
庄
は
戦
国
期
ま
で
見
ら
れ
る
荘
園
名
で
あ
る２
。
石
屋
町
は
中
之
町
の
西
、
中
浜
筋
を
挟
む
両
側
町
で
、
史
料
で
は
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
の
「
念
仏
寺
供
料
等
寄
進
目
録
」（『
開
口
神
社
文
書
』）
に
見
え
る
の
が
早
い
例
で
あ
る
。
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石
屋
町
の
北
西
の
今
市
町
に
は
千
利
休
屋
敷
が
あ
り
、
東
側
に
は
大
路
を
隔
て
て
武
野
紹
鷗
（
一
五
〇
二
│
五
五
）
ら
が
住
ん
だ
舳
松
町
が
あ
っ
た
。
付
近
に
は
三
好
長
慶
が
大
林
宗
套
を
迎
え
て
建
て
、
多
く
の
市
民
の
帰
依
を
受
け
た
南
宗
寺
も
あ
っ
た
。
　
石
部
氏
の
出
自
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
海
会
寺
の
季
弘
大
淑
（
一
四
二
一
│
一
四
八
七
）
の
『
庶
軒
日
録
』（
文
明
一
六
年
四
月
五
日
・
六
日
条
）
に
基
づ
い
て
、
東
福
寺
常
楽
庵
に
出
入
り
し
て
い
た
京
都
の
経
師
石
部
入
道
道
永
・
同
息
常
会
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る３
。
季
弘
大
淑
は
自
ら
の
弟
子
と
し
て
石
部
と
親
し
く
し
て
い
た
が
、
季
弘
が
海
会
寺
に
来
た
の
も
京
都
の
禅
宗
東
福
寺
派
の
堺
進
出
と
い
う
観
点
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り４
、
石
部
が
京
都
か
ら
堺
に
や
っ
て
き
た
経
師
屋
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
南
北
朝
内
乱
以
後
堺
は
商
港
・
軍
港
と
し
て
栄
え
、
各
地
か
ら
人
々
が
や
っ
て
き
て
人
口
が
増
え
た
。
京
都
か
ら
の
移
住
者
と
し
て
は
「
濱
在
家
ハ
大
略
京
都
没
落
人
。
大
舎
人
。
織
手
師
。
法
華
宗
僧
共
也
」（『
後
鑑
』「
義
尚
将
軍
記
」
文
明
七
年
八
月
六
日
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
応
仁
の
乱
を
逃
れ
て
職
人
や
僧
侶
が
堺
の
浜
沿
い
に
移
っ
て
き
て
い
た
。
　
石
部
氏
の
業
と
し
た
経
師
屋
で
あ
る
が
、
中
世
の
経
師
は
、
印
刷
業
を
業
務
の
中
心
に
し
、
料
紙
の
調
整
や
装
巻
は
経
師
の
仕
事
の
主
務
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
関
連
諸
業
の
職
人
を
組
織
し
て
寺
院
や
貴
族
た
ち
の
注
文
に
応
じ
る
労
働
力
の
編
成
者
で
あ
り
、
金
融
業
や
商
業
に
も
関
与
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る５
。
確
か
に
、
陰
陽
寮
の
暦
博
士
が
作
成
し
た
摺
暦
を
刊
行
す
る
独
占
権
を
握
っ
て
利
益
を
得
て
い
た
、
京
都
の
大
経
師
良
椿
（
一
五
二
二
年
頃
没
）
の
よ
う
な
場
合６
は
こ
の
説
が
妥
当
し
よ
う
。
し
か
し
、
さ
ほ
ど
多
く
の
点
数
・
部
数
の
本
を
刊
行
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
泉
州
堺
の
経
師
屋
石
部
氏
の
場
合
、
経
師
と
し
て
寺
院
の
僧
侶
や
富
裕
商
人
の
注
文
を
う
け
て
行
う
経
巻
の
装
工
や
、
雑
事
の
仕
事
の
割
合
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
石
部
氏
の
刊
行
事
業
の
評
価
に
つ
い
て
は
・『
節
用
集
』
の
ご
と
き
一
般
国
民
の
教
科
書
に
あ
た
る
よ
う
な
も
の
を
刊
行
し
た
こ
と
は
堺
出
版
界
が
民
衆
的
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
（
中
村
直
勝
『
堺
文
化
史
７伝
』）
・『
四
体
千
字
文
』『
節
用
集
』
の
刊
行
は
堺
の
出
版
が
社
寺
か
ら
専
門
の
書
肆
に
移
る
橋
渡
し
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
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（
豊
田
武
『
堺８
』）
・
俗
書
を
刊
行
し
た
こ
と
は
職
業
と
し
て
の
出
版
、
営
利
出
版
が
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
「
入
道
」「
経
師
屋
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
寺
院
関
係
の
人
物
像
が
浮
か
び
、
単
な
る
営
利
出
版
で
は
な
い
事
情
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
（
乾
善
彦
「
近
代
板
本
の
魁　
堺
本
節
用
集
と
そ
の
周
９辺
」）
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
　
石
部
氏
は
他
に
も
書
物
を
刊
行
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
以
下
小
論
で
は
、
石
部
氏
刊
行
と
し
て
知
ら
れ
る
三
書
の
具
体
例
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
石
部
氏
が
そ
の
刊
行
事
業
に
果
た
し
た
役
割
と
、
そ
の
刊
行
書
の
出
版
史
上
に
お
け
る
意
義
を
、
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
『
四
体
千
文
書
法
』
の
刊
行
　
石
部
了
冊
は
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）『
四
体
千
文
書
法
』
一
冊
を
刊
行
し
た
。
現
存
本
は
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
と
東
洋
文
庫
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
終
丁
に
「
此
板
泉
州
大
鳥
郡
堺
南
庄
石
屋
町
住
」
石
部
了
冊
入
道
新
刊
巧
極
妙
字
迫
眞
」
奇
哉
『四体千文書法』巻首（東洋文庫蔵）同右　巻末刊記
─　　─32
于
時
天
正
二
年
六
月
吉
辰
」
宿
廬
齋
書
焉
（
印
「
瑞
超
Ａ」）」
と
い
う
刊
記
が
あ
り
、
石
部
了
冊
が
こ
の
『
四
体
千
文
書
法
』
を
新
た
に
刊
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
千
字
文
は
中
国
梁
の
周
興
嗣
（
│
五
二
一
）
の
も
の
が
最
初
と
い
わ
れ
る
。『
古
事
記
』
に
百
済
か
ら
王
仁
が
渡
来
し
て
伝
え
た
と
あ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
で
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
初
学
用
の
教
科
書
と
し
て
、
ま
た
智
永
の
『
真
草
千
字
文
』
な
ど
習
字
の
手
本
と
し
て
古
代
か
ら
現
代
ま
で
広
く
長
く
用
い
ら
れ
た
。
写
本
は
弘
安
一
〇
年
写
の
李
注
『
千
字
文
』
が
知
ら
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
中
世
に
は
多
数
作
成
さ
れ
た
が
、
刊
本
は
天
正
二
年
刊
の
本
書
以
外
で
は
、
五
山
版
の
『
新
板
大
字
付
音
釈
文
千
字
文
註
』
が
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
るＢ
。
　
周
興
嗣
の
系
統
の
千
字
文
は
真
草
千
字
文
、
篆
書
千
字
文
、
隷
書
千
字
文
な
ど
が
写
本
・
搨
本
で
知
ら
れ
る
がＣ
、
天
正
二
年
に
石
部
が
泉
州
堺
で
刊
行
し
た
『
四
体
千
文
書
法
』
は
、
尾
題
に
「
真
草
篆
隷
四
体
千
字
文
」
と
あ
る
ご
と
く
篆
書
・
隷
書
・
楷
書
・
草
書
の
四
つ
の
書
体
を
備
え
た
「
四
体
千
字
文
」
で
あ
る
。
　
石
部
の
刊
行
本
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
千
字
文
の
刊
行
史
上
時
期
的
な
早
さ
と
い
う
点
で
先
駆
的
業
績
の
一
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
「
四
体
千
字
文
」
で
あ
る
点
で
め
ず
ら
し
い
と
い
え
るＤ
。
　
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
わ
が
国
で
作
成
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
石
部
了
冊
が
天
正
二
年
に
刊
行
し
た
本
の
原
本
に
あ
た
る
本
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
と
い
う
の
は
、
本
書
の
終
丁
表
に
「
予
分
省
中
呉
儒
生
蒋
冕
刻
志w
古
学q
従
遊
日
久
。
因
書w
四
体
千
字
文q
以
貽
。
之
時
至
正
廿
季
歳
庚
子
中
秋
日
也
。
鄱
陽
周
伯
温
記
。
于w
玉
雪
披
之
亭q
」
と
い
う
中
国
元
時
代
の
政
治
家
周
伯
琦
（
一
二
九
八
│
一
三
六
九
）
の
跋
文
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
こ
の
跋
文
に
よ
れ
ば
本
書
『
四
体
千
文
書
法
』
は
周
伯
琦
（
字
は
伯
温
）
が
書
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
彼
は
、『
元
史
』
巻
一
八
七
、
「
列
伝
」
第
七
四
の
伝
記Ｅ
に
よ
れ
ば
「
工w
書
法q
」「
尤
以w
篆
隷
眞
草q
擅w
名
当
時q
」
と
書
法
に
工
み
で
、
篆
隷
真
草
の
四
体
の
書
法
で
名
が
知
ら
れ
て
い
た
と
あ
る
。
ま
た
、
周
伯
琦
は
、
至
正
一
七
年
江
浙
行
省
参
知
政
事
と
し
て
蘇
州
の
張
士
誠
の
招
諭
に
あ
た
っ
て
お
り
、「
四
体
千
字
文
」
を
書
し
た
至
正
二
〇
年
（
一
三
六
〇
）
に
は
蘇
州
に
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
伝
記
は
天
正
二
年
石
部
氏
の
刊
行
事
業
─　　─33
刊
本
跋
文
の
「
予
分
省
中
」「
書w
四
体
千
字
文q
以
貽
」
と
い
う
字
句
を
肯
定
す
る
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
跋
文
を
持
っ
た
本
が
天
正
二
年
本
刊
行
の
前
に
原
本
と
し
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
周
伯
琦
の
遺
し
た
本
が
写
本
・
摺
本
の
形
で
石
部
了
冊
の
前
に
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
天
正
二
年
刊
本
の
刊
記
に
石
部
が
「
新
刊
」
し
た
と
あ
り
、
刊
本
を
覆
刻
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
し
か
し
周
伯
琦
の
遺
し
た
著
書
の
う
ち
『
六
書
正
譌
』
三
冊
（
至
正
一
五
年
序
刊
）、『
説
文
字
源
』
一
冊
（
至
正
九
年
序
）
は
わ
が
国
に
伝
わ
り
、
元
刊
本
が
静
嘉
堂
文
庫
に
も
現
存
す
る
がＦ
、「
四
体
千
字
文
」
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
石
部
了
冊
の
天
正
二
年
刊
本
と
同
じ
周
伯
琦
の
原
跋
を
持
つ
『
四
体
千
文
書
法
』
が
、
三
〇
年
後
の
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
京
都
本
禅
寺
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
）
　
天
正
二
年
刊
本
と
本
禅
寺
本
を
比
べ
る
と
、
両
書
の
書
風
は
似
て
い
る
が
全
く
同
じ
と
は
い
え
な
い
。
書
誌
も
両
書
と
も
に
大
本
一
冊
全
二
四
丁
、
本
文
陰
刻
、
毎
半
葉
八
行
、
毎
行
一
二
字
と
似
た
点
が
あ
る
が
、
版
面
は
石
部
の
天
正
二
年
刊
本
が
二
五
・
五
×
一
九
・
五
セ
ン
チ
に
対
し
、
本
禅
寺
本
が
二
五
・
二
×
一
八
・
八
セ
ン
チ
と
少
し
小
さ
く
、
版
心
は
両
書
と
も
に
大
黒
口
で
あ
る
が
、
天
正
二
年
刊
本
に
あ
る
上
下
の
象
鼻
が
本
禅
寺
本
に
は
な
い
、
と
い
う
相
違
点
が
あ
る
。
　
従
っ
て
天
正
二
年
刊
本
と
本
禅
寺
本
は
同
系
統
の
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
同
じ
原
本
に
基
づ
く
と
は
い
え
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
両
書
で
は
っ
き
り
し
た
字
句
の
違
い
が
八
丁
裏
五
行
目
中
に
見
ら
れ
る
（
次
頁
写
真
参
照
）。
そ
の
字
句
は
、
他
の
千
字
文
の
文
に
照
ら
し
て
み
て
「
交
友
投
分　
切
磨
箴
規　
仁
慈
隠
惻
」
が
正
文
で
あ
り
、
そ
れ
が
篆
書
・
隷
書
・
楷
書
・
草
書
の
四
体
で
四
行
に
書
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
天
正
二
年
刊
本
と
本
禅
寺
本
の
両
本
で
は
こ
の
三
句
の
文
字
の
並
び
方
が
正
し
い
の
は
、
本
禅
寺
本
の
五
行
目
の
み
で
あ
り
、
天
正
二
年
刊
本
の
五
か
ら
八
の
四
行
、
本
禅
寺
本
の
五
行
目
以
外
の
残
り
三
行
に
は
ま
ち
が
い
が
あ
る
。
　
天
正
二
年
刊
本
で
は
「
切
磨
箴
規　
仁
慈
隠
惻
」
の
部
分
が
篆
─　　─34
書
・
隷
書
・
楷
書
・
草
書
の
四
行
分
と
も
「
切
葴
規
仁　
慈
磨
隠
測
」
と
「
磨
」
の
字
が
「
慈
」
の
後
に
置
か
れ
て
お
り
（
天
理
図
書
館
本
、
東
洋
文
庫
本
と
も
同
）、
本
禅
寺
本
も
篆
書
の
五
行
目
以
外
は
同
じ
く
「
切
葴
規
仁　
慈
磨
隠
測
」
と
正
し
い
字
並
び
で
は
な
い
。
　
注
目
さ
れ
る
の
は
天
正
二
年
刊
本
の
五
行
目
に
補
刻
の
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
補
刻
す
る
前
の
天
正
二
年
刊
本
も
本
禅
寺
本
と
同
じ
よ
う
な
五
行
目
の
字
並
び
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
天
正
二
年
刊
本
は
、
五
行
目
を
ま
ち
が
い
と
判
断
し
、
改
訂
意
識
が
働
い
て
、
他
の
六
、
七
、
八
の
三
行
分
が
正
し
い
と
し
て
四
行
と
も
同
じ
字
並
び
に
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
正
し
く
は
本
禅
寺
本
の
五
行
目
（
補
刻
前
の
天
正
二
年
刊
本
の
五
行
目
）
の
方
が
正
し
い
字
並
び
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
天
正
二
年
刊
本
に
は
ま
ち
が
っ
た
改
訂
の
判
断
が
あ
り
、
補
刻
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
事
情
は
お
そ
ら
く
、
石
部
の
天
正
二
年
刊
本
と
本
禅
寺
本
の
原
本
が
、
本
禅
寺
本
の
よ
う
な
字
並
び
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
の
考
察
か
ら
天
正
二
年
刊
の
石
部
了
冊
に
よ
る
『
四
体
千
天正二年刊『四体千文書法』八丁裏
　（東洋文庫蔵）　　　　　　　　　
慶長九年刊『四体千文書法』八丁裏　
本禅寺本（早稲田大学図書館蔵）
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文
書
法
』
の
刊
行
の
意
義
を
考
え
て
み
る
と
、
古
代
か
ら
伝
来
し
普
及
し
て
い
た
「
千
字
文
」
で
あ
っ
た
が
、
五
山
版
を
除
い
て
天
正
二
年
刊
本
ま
で
わ
が
国
に
お
い
て
「
千
字
文
」
が
刊
行
さ
れ
た
例
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
石
部
の
『
四
体
千
文
書
法
』
の
刊
行
は
史
上
時
期
的
な
早
さ
と
い
う
点
で
先
駆
的
業
績
で
あ
る
と
と
も
に
、
五
山
版
が
註
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
が
篆
・
隷
・
楷
・
草
の
四
つ
の
書
体
の
「
四
体
千
字
文
」
で
あ
る
点
で
め
ず
ら
し
い
と
い
え
る
（
一
六
年
後
の
慶
長
年
間
の
京
都
で
本
禅
寺
本
ほ
か
「
四
体
千
字
文
」
が
複
数
刊
行
さ
れ
る
）
　
し
か
し
石
部
了
冊
に
よ
る
天
正
二
年
刊
本
に
は
補
刻
さ
れ
た
箇
所
が
あ
り
そ
こ
に
は
改
訂
意
識
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
改
訂
は
正
し
い
も
の
で
は
な
く
、
厳
密
な
校
訂
作
業
が
な
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
『
節
用
集
』
の
刊
行
　
石
部
了
冊
は
『
四
体
千
文
書
法
』
刊
行
の
一
六
年
後
の
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
『
節
用
集
』
を
刊
行
し
た
。
現
存
本
は
東
洋
文
庫
蔵
本
が
唯
一
の
も
の
で
あ
るＧ
。
上
下
二
巻
二
冊
。
上
巻
は
『節用集』上巻　巻首（東洋文庫蔵）同右　下巻　巻末
─　　─36
多
く
の
『
節
用
集
』
古
写
本
の
分
巻
と
同
じ
く
、「
久
」
ま
で
、
四
七
丁
。
下
巻
は
「
也
」
以
降
を
載
せ
て
五
〇
丁
。
最
初
の
「
天
地
部
」
の
冒
頭
の
見
出
し
が
「
伊
勢
」
で
は
じ
ま
り
、
所
謂
「
伊
勢
本
」
の
略
本
に
属
す
る
。
　
下
巻
末
に
「
右
此
板
木
者
泉
州
大
鳥
郡
堺
南
庄
」
石
屋
町
経
師
屋
有
是
石
部
了
冊
（「
永
清
」）」
于
時
天
正
十
八
年
（
庚
寅
）
履
端
吉
辰
」
と
い
う
刊
記
が
あ
る
。
　
『
四
体
千
文
書
法
』
の
場
合
石
部
了
冊
の
「
新
刊
」
と
あ
る
が
、
『
節
用
集
』
の
場
合
板
木
が
石
部
の
手
元
に
「
有
是
」
と
持
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
石
部
が
所
有
す
る
前
に
刻
さ
れ
た
板
木
が
あ
っ
て
そ
れ
を
石
部
が
手
に
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
、『
四
体
千
文
書
法
』
と
『
節
用
集
』
と
で
は
石
部
了
冊
が
刊
行
に
果
た
し
た
役
割
が
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
　
『
節
用
集
』
は
一
五
世
紀
文
明
年
間
（
一
四
六
九
│
八
七
）
以
前
の
成
立
で
、
日
常
接
す
る
語
を
い
ろ
は
順
に
並
べ
た
字
引
形
式
の
通
俗
辞
書
で
あ
る
。
日
常
の
文
章
を
書
く
の
に
役
立
つ
た
め
き
わ
め
て
多
く
用
い
ら
れ
、
多
数
の
写
本
・
版
本
が
遺
さ
れ
た
。
　
慶
長
以
前
の
も
の
は
「
伊
勢
本
」、「
印
度
本
」、「
乾
本
」
の
三
種
に
わ
け
ら
れ
る
が
、
前
二
者
で
は
版
本
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
「
伊
勢
本
」
中
に
こ
の
天
正
一
八
年
刊
本
と
饅
頭
屋
本
の
二
本
が
室
町
末
期
の
刊
本
と
し
て
現
存
す
る
の
み
で
あ
る
。「
乾
本
」
は
慶
長
二
年
刊
の
『
易
林
本
節
用
集
』
の
初
印
本
が
最
初
で
、
以
後
易
林
本
は
慶
長
中
（
一
五
九
六
│
一
六
一
四
）
六
本
の
重
刊
が
な
さ
れ
近
世
流
布
本
の
基
に
な
っ
た
。
石
部
了
冊
の
天
正
一
八
年
の
『
節
用
集
』
刊
行
は
、
正
確
に
は
一
部
を
覆
刻
し
た
原
本
の
後
摺
り
で
あ
り
、
原
本
の
刊
行
時
期
は
、
天
文
・
永
録
の
頃
（
一
五
三
二
│
六
九
）
刊
行
の
饅
頭
屋
本
よ
り
は
若
干
さ
か
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
現
存
本
で
は
天
正
一
八
年
刊
本
が
『
節
用
集
』
中
最
古
の
版
本
に
な
るＨ
。
　
そ
れ
で
は
石
部
了
冊
が
天
正
一
八
年
刊
本
の
刊
行
自
体
に
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
正
一
八
年
刊
本
『
節
用
集
』
の
形
成
過
程
の
考
え
方
の
違
い
で
、
諸
家
の
石
部
了
冊
が
『
節
用
集
』
刊
行
に
果
た
し
た
役
割
の
解
釈
も
異
な
る
。
以
下
代
表
的
な
説
を
揚
げ
る
。
〇
橋
本
進
吉
の
説Ｉ
・
天
正
一
八
年
の
刊
記
の
あ
る
下
巻
最
後
の
一
丁
の
み
版
式
が
石
部
氏
の
刊
行
事
業
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異
な
っ
て
い
る
。
・
板
木
全
体
は
そ
れ
よ
り
も
古
い
時
代
の
刊
行
で
あ
る
。
・
最
後
の
一
丁
の
み
欠
け
て
い
た
か
改
め
る
必
要
か
ら
、
一
丁
の
み
天
正
一
八
年
に
補
刻
さ
れ
た
。
・
世
に
伝
承
す
る
文
亀
本
の
後
摺
り
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
こ
の
説
で
は
、
石
部
了
冊
は
文
亀
本
の
板
木
を
手
に
入
れ
、
最
後
の
一
丁
の
み
を
補
刻
し
て
全
体
を
刊
行
し
た
こ
と
に
な
る
。
〇
川
瀬
一
馬
の
説Ｊ
・
天
正
一
八
年
よ
り
前
の
天
文
以
前
頃
に
『
節
用
集
』
の
刊
行
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
何
ら
か
の
理
由
で
版
木
の
大
半
を
失
っ
た
。
・
残
版
の
上
巻
の
券
首
二
四
葉
を
入
手
し
た
堺
南
庄
の
石
部
了
冊
が
、
上
巻
の
残
り
二
三
葉
と
下
巻
五
〇
葉
全
葉
を
、
天
正
一
八
年
に
補
刻
し
て
覆
刊
し
た
も
の
が
天
正
一
八
年
刊
本
で
あ
る
。
上
巻
の
初
め
二
四
葉
は
そ
れ
以
後
の
部
分
に
く
ら
べ
て
、
著
し
く
字
が
や
せ
て
い
て
開
版
後
年
数
が
経
っ
た
版
木
で
あ
る
。
　
こ
の
川
瀬
説
に
よ
れ
ば
、
石
部
了
冊
は
原
本
の
覆
刻
を
め
ざ
し
て
上
巻
の
二
五
葉
以
後
と
下
巻
全
体
を
天
正
一
八
年
に
補
刻
し
て
原
本
を
覆
刻
刊
行
（
一
部
は
後
摺
り
）
し
た
こ
と
に
な
る
。
〇
山
田
忠
雄
の
説Ｋ
　
石
部
刊
行
の
『
節
用
集
』
は
天
正
一
八
年
本
類
『
節
用
集
』
の
一
で
あ
る
。「
此
の
本
の
刊
行
事
情
は
複
雑
で
あ
り
、
現
時
に
お
い
て
刊
行
年
時
を
擬
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
Ａ
：
上
巻
巻
首
か
ら
二
四
丁
ま
で
の
部
分
（
五
山
版
特
有
の
行
草
体
を
多
く
交
え
、
最
も
早
い
時
期
に
摺
ら
れ
た
箇
所
）
Ｃ
：
上
巻
二
五
丁
以
下
（
摺
り
刷
鮮
明
で
最
も
摺
り
刷
新
し
い
。
楷
書
に
近
い
書
体
で
一
貫
し
て
い
る
。
字
様
が
や
や
大
き
い
）
Ｂ
：
下
巻
巻
首
か
ら
四
九
丁
ま
で
（
摺
り
刷
一
様
で
は
な
い
。
Ａ
に
近
く
古
種
を
保
つ
も
の
。
Ｃ
に
近
く
新
し
い
印
象
を
与
え
る
も
の
が
交
じ
る
）
Ｄ
：
下
巻
末
葉
。
刊
記
の
部
分
。
の
四
つ
の
部
分
に
分
け
て
、
現
東
洋
文
庫
蔵
の
天
正
一
八
年
刊
『
節
用
集
』
は
、
Ｃ
の
部
分
が
石
部
の
刊
記
の
あ
る
Ｄ
の
部
分
よ
り
新
し
い
摺
刷
に
な
る
可
能
性
を
い
い
、
そ
の
時
期
は
天
正
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一
八
年
よ
り
後
、
文
禄
、
慶
長
初
年
よ
り
以
前
と
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
山
田
説
で
は
、
刊
記
部
分
一
葉
を
石
部
が
版
刻
し
、
天
正
一
八
年
に
『
節
用
集
』
を
刊
行
し
た
こ
と
は
他
説
同
様
否
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
現
東
洋
文
庫
蔵
本
に
は
、
刊
記
部
分
よ
り
新
し
い
摺
り
刷
部
分
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
東
洋
文
庫
本
自
体
石
部
の
刊
行
し
た
も
の
で
は
な
い
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
　
橋
本
進
吉
・
川
瀬
一
馬
・
山
田
忠
雄
三
氏
の
代
表
的
な
天
正
一
八
年
刊
『
節
用
集
』
の
形
成
過
程
の
考
え
方
を
揚
げ
て
み
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
説
に
よ
っ
て
石
部
了
冊
の
『
節
用
集
』
刊
行
に
果
た
し
た
役
割
も
違
っ
て
く
る
。
　
し
か
し
以
下
の
よ
う
な
こ
と
は
言
え
よ
う
。
石
部
了
冊
の
前
に
、
天
正
一
八
年
以
前
に
刻
さ
れ
た
『
節
用
集
』
の
不
十
分
な
原
本
の
板
木
が
あ
り
、
石
部
は
刊
記
部
分
一
葉
ま
た
は
数
十
葉
を
補
刻
し
て
全
体
を
刊
行
し
た
。
そ
の
原
本
は
饅
頭
屋
本
よ
り
古
く
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
室
町
後
期
の
刊
本
と
し
て
先
駆
的
で
あ
り
、
石
部
了
冊
は
そ
の
覆
刊
の
意
義
を
見
出
し
た
と
こ
ろ
に
先
見
性
が
あ
る
。
　
ま
た
、
石
部
了
冊
の
刊
行
し
た
『
節
用
集
』
は
、
易
林
本
『
節
用
集
』
の
よ
う
に
江
戸
時
代
以
降
流
布
本
に
つ
な
が
っ
た
形
跡
は
な
い
。
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
山
田
忠
雄
の
説
に
あ
る
よ
う
に
、
天
正
一
八
年
刊
『
節
用
集
』
は
新
旧
の
混
じ
っ
た
版
木
で
摺
る
こ
と
に
よ
っ
て
複
雑
な
版
面
を
持
っ
て
お
り
、
完
成
さ
れ
た
版
本
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
刊
行
　
本
書
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
五
年
の
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
所
蔵
に
帰
し
た
時
点
で
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
第
五
十
二
号
』
（
二
〇
〇
五
年
三
月
）
に
書
誌
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
室
町
末
期
の
古
版
本
と
判
断
さ
れ
る
。
　
本
書
は
、
巻
子
装
の
全
八
巻
。
紙
高
：
一
八
三
ミ
リ
、
字
高
：
一
二
二
ミ
リ
、
行
間
：
一
二
ミ
リ
、
一
行
：
一
七
字
。
全
巻
末
に
「
法
華
妙
典
之
板
木
堺
南
庄
」
石
屋
町
之
住
経
師
屋
有
之
」
石
部
神
三
良
永
清
」
の
刊
記
が
あ
り
、
そ
の
下
に
「
寶
□
福
有
」「
永
清
」
の
朱
印
（
版
刻
か
）
が
あ
る
（
41
頁
写
真
参
照
）。
　
『
妙
法
蓮
華
経
』
は
石
部
神
三
良
の
刊
行
だ
が
、
法
華
経
は
仏
教
の
根
本
聖
典
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
石
部
了
冊
の
刊
行
し
た
石
部
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業
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『
四
体
千
文
書
法
』『
節
用
集
』
同
様
、
多
く
の
人
々
に
使
用
さ
れ
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
一
般
的
な
書
物
の
刊
行
と
い
え
る
。
　
わ
が
国
版
経
の
遺
例
は
神
護
景
雲
四
年
（
七
七
〇
）
の
百
万
塔
陀
羅
尼
の
刷
写
を
嚆
矢
と
す
るＬ
。
藤
原
時
代
中
期
以
降
も
刷
写
供
養
の
版
経
が
あ
っ
た
が
、
鎌
倉
時
代
に
至
り
奈
良
の
春
日
社
を
中
心
に
版
経
の
作
成
が
一
層
さ
か
ん
に
な
っ
た
。
中
で
も
法
華
経
は
最
も
多
く
の
遺
品
が
残
っ
て
い
る
。
　
わ
が
国
法
華
経
の
版
本
も
鎌
倉
時
代
開
版
の
春
日
版
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
と
し
て
・
調
巻
は
二
八
品
を
八
巻
に
分
け
る
。
・
全
八
巻
の
う
ち
巻
一
に
は
刻
記
が
な
い
が
、
巻
二
か
ら
巻
八
ま
で
巻
頭
の
品
題
の
下
に
二
か
ら
八
の
調
巻
番
号
を
持
つ
。
・
各
巻
巻
末
に
「
妙
法
蓮
華
経
巻
一
（
│
巻
八
）」
の
尾
題
を
刻
記
す
る
。
石
部
神
三
良
刊
行
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
は
そ
の
特
徴
を
す
べ
て
満
た
す
が
、
春
日
版
の
よ
う
な
雄
勁
な
字
体
で
は
な
く
、
細
め
の
字
体
の
唐
様
で
あ
る
。
　
唐
様
版
の
代
表
は
総
持
版
で
こ
の
版
式
の
初
出
の
現
存
版
は
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
開
版
本
で
あ
る
。
　
こ
の
版
式
の
本
は
中
型
本
と
し
て
最
も
多
く
流
布
す
る
と
い
う
。
　
石
部
氏
の
刊
行
事
業
と
し
て
考
え
た
場
合
、
室
町
末
期
に
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
は
、『
四
体
千
文
書
法
』『
節
用
集
』
が
先
例
の
少
な
い
先
駆
的
な
刊
行
事
業
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
時
期
的
に
も
、
版
経
と
し
て
の
特
徴
と
し
て
も
特
筆
す
べ
き
も
の
は
な
い
と
い
え
る
。
　
ま
た
、
本
書
の
現
状
は
決
し
て
良
い
状
態
で
は
な
い
。
全
体
に
字
が
鮮
明
と
は
い
え
ず
、
錯
簡
も
あ
る
。
刷
り
の
悪
い
個
所
が
あ
っ
た
り
、
う
ま
く
刷
れ
な
い
の
で
、
そ
の
部
分
だ
け
の
紙
を
補
い
、
刷
り
直
す
か
補
刻
し
て
刷
り
直
し
て
い
る
個
所
が
あ
る
。
そ
の
た
め
料
紙
の
長
短
が
甚
だ
し
い
。
　
し
か
し
、
そ
れ
が
石
部
神
三
良
に
よ
る
刊
行
時
の
状
態
を
示
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
現
状
で
も
各
巻
末
の
石
部
に
よ
る
刊
記
部
分
と
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
経
文
本
文
と
の
印
刷
状
態
は
一
見
し
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
刊
記
部
分
は
刻
字
が
鮮
明
で
墨
色
も
濃
い
。
こ
れ
に
対
し
経
文
本
文
の
刻
字
は
鮮
明
と
は
い
え
ず
、
全
体
に
渡
っ
て
真
横
に
版
木
に
断
裂
が
─　　─40
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み
と
め
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
刊
記
で
石
部
神
三
良
が
「
法
華
妙
典
之
板
木
堺
南
庄
」
石
屋
町
之
住
経
師
屋
有
之
」
と
言
っ
て
い
る
板
木
は
新
刻
の
も
の
で
は
な
く
、
古
い
版
木
を
刷
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
補
刻
な
ど
の
補
訂
を
行
っ
た
可
能
性
も
充
分
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
『
妙
法
蓮
華
経
』
は
石
部
神
三
良
が
古
い
板
木
を
手
に
入
れ
て
、
刊
記
部
分
を
補
刻
し
て
そ
れ
を
再
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
行
の
版
木
を
入
手
し
て
刊
行
し
て
い
る
点
で
は
、『
節
用
集
』
の
場
合
に
似
て
い
る
。
刊
行
の
段
階
で
版
木
は
刻
さ
れ
て
か
ら
相
当
の
時
間
を
経
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
石
部
は
不
十
分
な
部
分
を
補
刻
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。『
四
体
千
文
書
法
』『
節
用
集
』
の
刊
行
が
古
刊
と
し
て
先
駆
的
な
意
義
が
あ
っ
た
の
に
く
ら
べ
て
、
石
部
神
三
良
刊
行
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
は
鎌
倉
時
代
以
来
多
数
刊
行
さ
れ
て
き
た
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
唐
様
版
の
一
種
で
あ
り
特
筆
す
べ
き
性
格
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
状
の
刷
り
上
り
の
状
態
か
ら
み
て
、
売
る
商
品
と
し
て
は
決
し
て
出
来
が
よ
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
　
以
上
石
部
氏
が
『
四
体
千
文
書
法
』『
節
用
集
』『
妙
法
蓮
華
経
』
の
刊
行
に
果
た
し
た
役
割
と
、
三
書
の
刊
行
の
出
版
史
上
に
お
け
る
意
義
を
考
え
て
き
た
。
　
石
部
氏
は
室
町
時
代
後
期
の
泉
州
堺
で
、『
四
体
千
文
書
法
』
（
天
正
二
年
刊
）
を
新
刊
し
、『
節
用
集
』（
天
正
一
八
年
刊
）『
妙
法
蓮
華
経
』
の
板
木
を
所
蔵
し
て
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
し
た
。
い
ず
れ
も
誰
で
も
が
必
要
と
す
る
一
般
書
の
刊
行
と
い
え
る
。
ま
た
他
に
も
書
物
を
刊
行
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
　
『
四
体
千
文
書
法
』（『
四
体
千
字
文
』）『
節
用
集
』
の
場
合
、
京
都
で
は
慶
長
年
間
以
後
に
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
江
戸
時
代
に
な
っ
て
出
版
業
の
発
達
と
共
に
点
数
・
部
数
と
も
増
え
て
、
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
次
頁
の
表
参
照
）
そ
れ
と
比
べ
て
石
部
の
刊
行
は
三
〇
年
以
上
前
で
あ
り
、
石
部
氏
に
よ
る
『
四
体
千
字
文
』『
節
用
集
』
の
刊
行
の
先
駆
的
役
割
が
み
と
め
ら
れ
、
石
部
氏
の
先
見
性
が
際
立
っ
て
い
る
。
当
時
の
堺
が
知
的
水
準
に
お
い
て
京
都
・
奈
良
に
先
行
し
て
い
る
分
野
が
あ
っ
石
部
氏
の
刊
行
事
業
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た
こ
と
の
一
証
左
で
あ
ろ
う
。
　
そ
れ
で
は
石
部
氏
の
刊
行
事
業
は
江
戸
時
代
の
京
都
で
本
格
的
に
行
わ
れ
た
出
版
と
比
較
し
て
ど
の
段
階
に
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
石
部
氏
の
場
合
三
点
の
刊
行
物
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
左
表
の
ご
と
く
慶
長
年
間
の
京
都
の
刊
行
者
は
石
部
同
様
『
四
体
千
字
文
』
以
外
に
も
本
を
刊
行
し
て
い
る
の
が
多
い
。
ま
た
石
部
同
様
あ
る
程
度
の
利
益
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
営
利
目
的
の
刊
行
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ほ
ん
の
数
点
の
刊
行
で
あ
り
、
江
戸
時
代
寛
永
年
間
以
後
の
、
多
数
の
点
数
・
部
数
を
刷
っ
て
売
り
、
そ
の
利
益
が
投
資
し
た
金
額
以
上
に
な
る
事
を
目
的
と
す
る
出
版
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
石
部
や
慶
長
年
間
の
京
都
の
業
者
は
、
版
木
を
店
に
お
い
て
蔵
版
者
と
な
り
、
注
文
に
応
じ
て
小
部
数
を
刷
っ
て
い
た
状
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
左
表
中
の
慶
長
初
年
か
ら
四
〇
年
経
っ
た
正
保
二
年
に
『
四
体
千
字
文
』
を
刊
行
し
て
い
る
林
甚
右
衛
門
は
、
麩
屋
の
屋
号
で
寛
永
年
間
に
一
二
点
以
上
の
本
を
刊
行
し
て
お
りＭ
、
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
刊
の
朝
山
意
林
庵
『
清
水
物
語
』
は
「
京
や
ゐ
な
か
の
人
々
に
」
二
、
三
千
部
売
れ
た
と
い
う
（『
祇
園
物
語
』）。
こ
れ
ぐ
ら
い
の
点
数
・
部
数
を
販
売
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
本
格
的
な
出
版
業
が
成
り
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
出
版
の
過
程
に
は
作
り
手
（
著
者
）・
送
り
手
（
出
版
書
肆
）・
受
取
手
（
読
者
）
が
い
るＯ
。
送
り
手
『
四
体
千
字
文
』
の
刊
行
（
天
正
二
年
│
正
保
二
年
）
　
刊
行
年
　
刊
行
者
毎
半
葉
の
行
字
数
　
他
の
刊
行
物
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
慶
長
一
一
年
（
一
六
〇
六
）
慶
長
一
一
年
（
一
六
〇
六
）
慶
長
一
一
年
（
一
六
〇
六
）
慶
長
一
三
年
（
一
六
〇
八
）
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
石
部
了
冊
涸
轍
堂
本
禅
寺
春
枝
金
宣
讃新
七
林
甚
右
衛
門
八
行
一
二
字
六
行
八
字
八
行
一
二
字
六
行
八
字
六
行
八
字
六
行
八
字
六
行
八
字
七
行
八
字
古
注
千
字
文
（
慶
長
一
三
年
刊
）
太
平
記
（
慶
長
一
五
年
刊
）
臨
済
録
（
元
和
八
年
刊
）
古
文
真
寶
後
集
（
慶
長
一
四
年
刊
）
唐
三
体
詩
註
（
寛
永
六
年
刊
）
ほ
か Ｎ
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に
は
製
作
と
販
売
の
過
程
が
あ
り
、
工
匠
と
発
行
者
が
い
た
。
こ
れ
ら
の
全
般
が
う
ま
く
機
能
す
る
こ
と
が
本
格
的
な
出
版
を
可
能
に
し
た
。
　
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
本
格
的
な
出
版
に
対
す
る
石
部
氏
の
刊
行
事
業
の
実
態
を
『
節
用
集
』
を
例
に
考
え
て
み
る
。
　
『
節
用
集
』
中
で
は
慶
長
二
年
刊
の
易
林
本
が
、
石
部
了
冊
の
天
正
一
八
年
刊
本
に
く
ら
べ
て
決
し
て
テ
キ
ス
ト
と
し
て
よ
い
と
は
い
え
な
い
の
に
、
江
戸
時
代
以
降
流
布
本
と
し
て
広
く
一
般
に
通
行
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
四
〇
〇
本
以
上
の
異
な
る
版
種
の
『
節
用
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
がＰ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
易
林
本
を
基
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
・
慶
長
の
は
じ
め
の
京
都
に
文
運
流
行
の
機
運
が
あ
っ
た
。（
受
取
手
の
増
加
）
・
易
林
本
は
世
情
の
要
求
に
こ
た
え
て
、
い
ち
は
や
く
改
訂
を
し
て
次
々
に
刊
行
し
て
い
っ
た
。（
作
り
手
・
送
り
手
の
能
Ｑ力
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
易
林
本
の
刊
行
事
業
は
作
り
手
（
著
者
）・
送
り
手
（
出
版
書
肆
）
が
充
分
に
受
取
手
（
多
様
な
階
層
と
要
求
を
持
つ
読
者
）
の
要
求
を
満
た
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
に
対
し
て
石
部
氏
の
刊
行
事
業
で
は
、『
四
体
千
文
書
法
』
の
一
行
の
改
訂
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
作
り
手
・
送
り
手
に
力
が
無
く
間
違
っ
た
改
訂
を
し
て
い
る
。
ま
た
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
よ
う
に
古
い
版
木
が
使
用
さ
れ
、
受
取
手
の
読
者
を
充
分
に
満
足
さ
せ
る
テ
キ
ス
ト
に
は
な
っ
て
い
な
い
。『
節
用
集
』
の
場
合
現
存
本
は
東
洋
文
庫
本
一
本
で
あ
る
が
、
複
雑
な
版
面
を
持
っ
た
未
完
成
の
印
象
を
与
え
る
本
で
あ
る
。
天
正
一
八
年
に
刊
行
さ
れ
て
か
ら
改
訂
さ
れ
て
発
展
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
石
部
氏
が
書
物
を
刊
行
し
て
い
た
当
時
の
堺
に
は
僧
侶
や
富
裕
商
人
以
外
に
、
間
違
い
の
改
訂
を
う
な
が
し
、
多
様
な
要
求
を
出
す
受
取
手
と
し
て
の
読
者
層
も
育
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
作
り
手
・
送
り
手
・
受
取
手
が
う
ま
く
機
能
し
て
、
京
都
で
の
専
門
の
出
版
書
肆
が
成
り
立
つ
よ
う
に
な
る
の
は
、
慶
長
か
ら
寛
永
（
一
五
九
六
│
一
六
四
三
）
に
か
け
て
の
為
政
者
・
知
識
人
が
か
か
わ
っ
た
古
活
字
版
の
時
代
を
経
て
、
寛
永
時
代
の
半
ば
当
た
り
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
室
町
後
期
の
堺
の
石
部
氏
の
刊
行
事
業
の
場
合
、
一
般
的
な
読
者
層
は
育
っ
て
お
ら
ず
、
石
部
ら
に
改
訂
能
力
が
不
足
し
て
お
り
、
石
部
氏
の
刊
行
事
業
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発
展
せ
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
石
部
は
『
節
用
集
』『
妙
法
蓮
華
経
』
の
刊
記
で
「
経
師
屋
」
を
自
称
し
て
い
る
。
　
江
戸
時
代
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
刊
の
黒
川
道
祐
の
山
城
国
の
地
誌
『
雍
州
府
誌
』
で
は
「
経
師
屋
」
に
つ
い
て
、「
凡
摺w
経
巻q
或
製w
褾
秩q
並
書
画
之
類
横
巻p
之
者
俗
謂w
巻
物q
悉
製p
之
是
稱　
経
師
屋
」（
巻
七
「
経
巻
」）
と
あ
る
。
ま
た
暦
を
作
っ
て
印
刷
刊
行
す
る
大
経
師
以
外
を
「
御
経
蔵
之
経
師
」「
承
仕
経
師
」
と
い
い
「
侍w
禁
闕q
而
兼　
有i
兼w
伶
人q
者y
或
剃p
髪
入w
寺
門q
而
有i
勤w
承
仕q
者y
」
と
あ
る
。『
雍
州
府
誌
』
の
記
述
が
江
戸
時
代
中
期
の
京
都
の
経
師
屋
の
実
態
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
か
確
証
が
な
い
が
、
そ
の
百
年
前
の
室
町
後
期
の
泉
州
堺
の
経
師
屋
石
部
氏
の
場
合
、「
入
道
」（『
四
体
千
文
書
法
』
刊
記
）
し
て
、「
摺
経
巻
」
と
い
う
印
刷
刊
行
を
行
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
れ
を
専
業
に
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
わ
せ
て
、
堺
で
栄
え
た
寺
の
僧
侶
や
富
裕
商
人
の
「
褾
秩
」
を
製
し
、
書
画
の
類
を
巻
物
に
す
る
仕
事
を
お
こ
な
い
、「
承
仕
経
師
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
雑
事
に
仕
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
し
か
し
、『
四
体
千
文
書
法
』『
節
用
集
』
と
い
っ
た
だ
れ
で
も
が
必
要
と
す
る
一
般
書
を
、
京
都
の
業
者
が
刊
行
す
る
数
十
年
も
前
に
泉
州
堺
の
経
師
屋
石
部
が
刊
行
し
て
い
る
。
そ
こ
に
石
部
氏
の
刊
行
事
業
が
、
前
述
の
「
は
じ
め
に
」
の
章
に
あ
る
ご
と
く
「
堺
出
版
界
が
民
衆
的
に
な
っ
た
」、「
社
寺
か
ら
専
門
の
書
肆
に
移
る
橋
渡
し
に
な
っ
た
」
と
特
筆
し
て
評
価
を
う
け
る
根
拠
が
あ
る
。
　
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
千
利
休
は
織
田
信
長
の
京
都
で
の
茶
会
の
茶
頭
と
な
り
、
天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）
に
は
利
休
は
豊
臣
秀
吉
お
抱
え
の
茶
頭
と
な
っ
て
い
る
。
堺
で
発
展
し
た
茶
の
湯
文
化
は
京
都
で
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
　
石
部
氏
が
『
節
用
集
』『
四
体
千
文
書
法
』
と
い
っ
た
一
般
書
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
と
い
っ
た
基
本
経
典
を
刊
行
し
て
い
た
頃
の
堺
は
、
そ
れ
ら
の
刊
行
を
書
物
の
送
り
手
と
し
て
の
経
師
屋
石
部
に
う
な
が
す
雰
囲
気
を
も
っ
た
、
京
都
に
劣
ら
な
い
文
化
的
先
進
的
地
域
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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注（１
）　
拙
稿
「
阿
佐
井
野
氏
に
つ
い
て
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
四
九
号　
二
〇
〇
二
年
三
月
）
（
２
）　
堺
は
江
戸
時
代
の
行
政
単
位
で
は
南
本
郷
・
南
端
郷
・
北
本
郷
・
北
端
郷
の
四
辻
制
と
な
り
、
や
が
て
南
北
二
組
に
再
編
さ
れ
た
（
朝
尾
直
弘
『
都
市
と
近
世
を
考
え
る
』
朝
日
新
聞
社　
一
九
九
五
年
五
月　
二
五
四
頁
）
（
３
）　
三
浦
圭
一
「
堺
・
博
多
の
商
人
」（『
地
方
文
化
の
日
本
史
』
第
五
巻　
文
一
総
合
出
版　
昭
和
五
三
年
一
月
所
収
）
（
４
）　
伊
藤
幸
司
「
堺
に
お
け
る
遣
明
船
と
禅
宗
勢
力　
東
福
寺
派
と
取
龍
首
座
に
つ
い
て
」（『
中
近
世
の
宗
教
と
国
家
』
岩
田
書
店　
一
九
九
八
年
六
月
所
収
）
（
５
）　
末
柄
豊
「
中
世
の
経
師
に
つ
い
て
」（『
中
世
人
の
世
界
』
山
川
出
版
社　
一
九
九
六
年
三
月
所
収
）
（
６
）　
『
実
隆
公
記
』
永
正
五
年
四
月
廿
三
日
・
同
年
五
月
廿
六
日
条
等
（
渡
邊
敏
夫
『
日
本
の
暦
』
雄
山
閣　
昭
和
五
九
年
四
月　
一
七
五
頁
参
照
）
（
７
）　
堺
市
教
育
委
員
会　
昭
和
四
六
年
三
月　
九
三
頁
。
（
８
）　
至
文
堂　
昭
和
四
八
年
一
〇
月　
一
四
七
頁
。
（
９
）　
『
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
第
四
号　
大
阪
女
子
大
学
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　
二
〇
〇
三
年
三
月
。
（
10
）　
刊
記
の
筆
者
宿
廬
齋
（
瑞
超
）
に
つ
い
て
は
今
日
そ
の
出
自
を
明
ら
か
に
し
え
て
い
な
い
。
（
11
）　
尾
形
裕
康
『
我
国
に
お
け
る
千
字
文
の
教
育
史
的
研
究
（
本
編
）』
大
空
社　
一
九
九
八
年
四
月　
一
〇
六
頁
。
（
12
）　
周
興
嗣
撰
以
外
の
「
千
字
文
」
も
あ
る
が
最
も
流
布
し
た
の
は
周
興
嗣
の
系
統
の
も
の
で
、
石
部
了
冊
刊
の
『
四
体
千
文
書
法
』
も
そ
の
一
種
に
あ
た
る
。
（
13
）　
日
向
田
島
庄
で
天
文
一
九
年
八
月
『
四
体
千
字
文
』
印
行
の
記
録
が
あ
る
が
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
（
注
（
11
）
同
前
書　
一
〇
七
頁
）
（
14
）　
明
・
宋
濂
濂
等
撰　
江
蘇
書
局　
同
治
一
三
年
七
月
。
（
15
）　
静
嘉
堂
文
庫
編
刊
『
静
嘉
堂
文
庫
宋
元
版
図
録
解
題
篇
』
平
成
四
年
四
月　
八
六
・
八
八
頁
。
（
16
）　
大
正
一
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
で
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
が
焼
失
し
た
。
上
田
萬
年
・
橋
本
進
吉
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』（
東
京
帝
国
大
学　
大
正
五
年
三
月
）
で
は
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
を
論
じ
て
い
る
。
（
17
）　
国
語
学
会
編
『
国
語
学
大
辞
典
』
東
京
堂
出
版　
昭
和
五
五
年
九
月　
五
五
六
頁
。「
節
用
集
」
の
項
。
（
18
）　
上
田
萬
年
・
橋
本
進
吉
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
勉
誠
社
出
版
部　
昭
和
四
三
年
一
月
（
大
正
五
年
三
月
刊
の
復
刊
）
六
六
・
六
七
頁
。
（
19
）　
川
瀬
一
馬
『
古
辞
書
の
研
究
』
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社　
昭
和
三
〇
年
一
一
月　
八
一
二
・
八
一
三
頁
。
石
部
氏
の
刊
行
事
業
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（
20
）　
山
田
忠
雄
解
説
『
天
正
十
八
年
本
節
用
集
解
説
』
東
洋
文
庫　
昭
和
四
六
年
三
月
。
（
21
）　
以
下
我
が
国
法
華
版
経
の
記
述
に
つ
い
て
は
兜
木
正
亨
『
法
華
版
経
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店　
一
九
五
四
年
一
月
）
に
よ
る
。
（
22
）　
後
藤
憲
二
編
刊
『
寛
永
版
書
目
并
図
版
』（
平
成
一
五
年
六
月
）
に
よ
る
。
（
23
）　
『
四
体
千
字
文
』
の
天
正
二
年
刊
本
以
外
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
『
尾
形
裕
康
収
集
千
字
文
資
料
目
録
』
に
よ
る
。「
他
の
刊
行
物
」
は
川
瀬
一
馬
『
増
補
古
活
字
版
の
研
究
』（
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｊ　
昭
和
四
二
年
一
二
月　
三
五
〇
・
三
五
一
頁
）、
後
藤
憲
二
編
刊
『
寛
永
版
書
目
并
図
版
』（
平
成
一
五
年
六
月
）
に
よ
る
。
ま
た
「
刊
行
者
」
中
の
「
新
七
」
は
本
屋
新
七
に
比
定
し
た
。
（
24
）　
宗
政
五
十
緒
『
近
世
京
都
出
版
文
化
の
研
究
』
同
朋
舎
出
版　
昭
和
五
七
年
一
二
月　
一
六
頁
。
（
25
）　
萩
原
義
雄
「
室
町
時
代
の
辞
書
」（『
日
本
古
辞
書
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社　
一
九
九
五
年
五
月　
二
二
六
頁
）
（
26
）　
安
田
章
解
題
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書　
節
用
集
二
種
』
天
理
大
学
出
版
部　
昭
和
四
九
年
一
月　
七
一
頁
。
（
く
ぼ
お　
と
し
ろ
う　
資
料
管
理
課
）
